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一 

は
じ
め
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
国
現
代
史
の
重
要
な
担
い
手
で
あ
る
知
識
人
に
着
目
し
た

研
究
は
、
思
想
史
を
中
心
に
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
な
か
で
も
、
彼

ら
の
言
論
が
交
わ
さ
れ
る
場
で
あ
る
メ
デ
ィ
ア
に
も
着
目
す
る

の
が
、
近
年
の
主
要
な
動
向
で
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア
と
い
う
視
点
を

取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
個
別
の
言
説
内
容
に
と
ど
ま
ら
ず
、

相
互
の
交
流
や
「
公
共
性
」
と
い
っ
た
課
題
に
接
続
す
る
こ
と
も

可
能
に
な
る
。 

知
識
人
史
と
メ
デ
ィ
ア
史
の
不
可
分
性
に
つ
い
て
は
、
中
国

知
識
人
研
究
を
牽
引
し
て
き
た
許
紀
霖
に
よ
る
整
理
が
明
快
で

あ
る(

一)

。
清
朝
末
期
、
と
り
わ
け
一
九
〇
五
年
の
科
挙
廃
止
に

相
前
後
し
て
、
伝
統
的
な
士
大
夫
（
読
書
人
）
は
政
治
的
に
周
縁

化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
同
時
に
、
言
論
を
武
器
に
文
化
的

影
響
力
を
発
揮
す
る
近
代
的
知
識
人
が
登
場
し
て
き
た
こ
と
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
許
は
こ
の
新
旧
の
知
識
人
の
交
代
を
、
地

縁
や
血
縁
と
い
っ
た
時
間
的
結
合
に
よ
り
成
り
立
つ
伝
統
社
会

か
ら
、
都
市
公
共
空
間
を
基
盤
と
す
る
近
代
社
会
へ
の
転
換
と

い
う
歴
史
的
文
脈
の
中
に
位
置
づ
け
る
。
す
な
わ
ち
清
末
か
ら

民
国
期
に
か
け
て
出
現
し
た
近
代
的
知
識
人
を
特
徴
づ
け
る
の

は
、
都
市
に
お
け
る
彼
ら
の
相
互
交
通
の
形
式
で
あ
り
、
そ
こ
に

生
じ
る
批
判
的
な
公
共
性
で
あ
る
。
そ
し
て
、
知
識
人
社
会
を
形

成
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
成
要
素
と
し
て
、
学
校
や
結
社
と

並
ん
で
重
要
な
の
は
、
当
時
の
「
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
」
で
あ
る
新

聞
や
雑
誌
で
あ
っ
た
。
逆
に
言
え
ば
、
メ
デ
ィ
ア
の
分
析
は
当
時

の
知
識
人
の
在
り
方
を
知
る
重
要
な
手
掛
か
り
と
な
る
の
で
あ

る
。 許

と
そ
の
門
下
生
ら
に
よ
る
共
同
研
究
『
近
代
中
国
知
識
分

子
的
公
共
交
往(

一
八
九
五
―
一
九
四
九)

』（
上
海
人
民
出
版
社
、

二
〇
〇
八
年
）
は
、
許
が
示
し
た
枠
組
み
を
実
証
に
移
し
た
労
作

で
あ
る(

二)

。
各
年
代
を
代
表
す
る
雑
誌
の
執
筆
者
の
属
性
を
分

析
す
る
な
ど
し
て
、
知
識
人
が
形
成
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
具

体
的
に
提
示
し
て
お
り
、
民
国
末
期
に
至
る
ま
で
の
経
時
的
変

化
を
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
。 

清
末
に
お
け
る
「
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
」
の
登
場
と
知
識
人
の
変

容
を
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
に
記
述
し
た
著
作
と
し
て
は
、
李
仁
淵

『
晩
清
的
新
式
伝
播
媒
体
与
知
識
分
子
―
以
報
刊
出
版
為
中
心

的
討
論
』（
台
湾
・
稲
郷
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
も
参
考
に
な

る
。
日
清
戦
争
の
敗
戦
を
機
に
、
知
識
人
が
本
格
的
に
新
聞
や
雑

誌
の
発
行
に
参
入
す
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
や
租
界
を
拠
点
に

言
論
の
影
響
力
を
拡
大
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
を
跡
付
け
て
い
る
。

モ
ノ
グ
ラ
フ
と
し
て
は
、
商
務
印
書
館
の
総
合
雑
誌
で
穏
健
中

立
の
立
場
を
維
持
し
た
『
東
方
雑
誌
』
を
分
析
し
た
洪
九
来
『
寛

容
与
理
性
―
《
東
方
雑
誌
》
的
公
共
輿
論
研
究
（
一
九
〇
四
―
一

九
三
二
）』（
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
も
、
知
識
人
論

を
視
野
に
入
れ
た
完
成
度
の
高
い
研
究
で
あ
る(

三)

。 

英
語
圏
に
お
い
て
も
、
こ
の
分
野
の
先
駆
的
研
究
で
あ
る

Joan Judge, Print and Politics : 'Shibao' and the Culture of 
Reform

 in Late Q
ing China (Stanford University Press, 1996)

の
ほ
か
、Rudolf G. W

agner, Joining the G
lobal Public : W

ord, 
Im

age, and City in Early Chinese Newspapers, 1870-1910 
(State University of New York Press, 2007) 

やBarbara M
ittler, 

A Newspaper for China? : Power, Identity, and Change in 
Shanghai's News M

edia, 1872-1912 (Harvard U
niversity A

sia 
Center, 2004) 

(

四)

が
注
目
に
値
す
る(

五)

。 

本
書
評
で
取
り
上
げ
る
章
清
『
清
季
民
国
時
期
的
「
思
想
界
」

―
新
型
伝
播
媒
介
的
浮
現
与
読
書
人
新
的
生
活
形
態
』（
社
会
科

学
文
献
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）
も
、
こ
の
研
究
動
向
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
原
題
を
直
訳
す
る
と
、『
清
末
民
国

期
の
「
思
想
界
」
―
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
の
出
現
と
読
書
人
の
新
し
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中
国
現
代
史
の
重
要
な
担
い
手
で
あ
る
知
識
人
に
着
目
し
た

研
究
は
、
思
想
史
を
中
心
に
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
な
か
で
も
、
彼

ら
の
言
論
が
交
わ
さ
れ
る
場
で
あ
る
メ
デ
ィ
ア
に
も
着
目
す
る

の
が
、
近
年
の
主
要
な
動
向
で
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア
と
い
う
視
点
を

取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
個
別
の
言
説
内
容
に
と
ど
ま
ら
ず
、

相
互
の
交
流
や
「
公
共
性
」
と
い
っ
た
課
題
に
接
続
す
る
こ
と
も

可
能
に
な
る
。 

知
識
人
史
と
メ
デ
ィ
ア
史
の
不
可
分
性
に
つ
い
て
は
、
中
国

知
識
人
研
究
を
牽
引
し
て
き
た
許
紀
霖
に
よ
る
整
理
が
明
快
で

あ
る(

一)

。
清
朝
末
期
、
と
り
わ
け
一
九
〇
五
年
の
科
挙
廃
止
に

相
前
後
し
て
、
伝
統
的
な
士
大
夫
（
読
書
人
）
は
政
治
的
に
周
縁

化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
同
時
に
、
言
論
を
武
器
に
文
化
的

影
響
力
を
発
揮
す
る
近
代
的
知
識
人
が
登
場
し
て
き
た
こ
と
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
許
は
こ
の
新
旧
の
知
識
人
の
交
代
を
、
地

縁
や
血
縁
と
い
っ
た
時
間
的
結
合
に
よ
り
成
り
立
つ
伝
統
社
会

か
ら
、
都
市
公
共
空
間
を
基
盤
と
す
る
近
代
社
会
へ
の
転
換
と

い
う
歴
史
的
文
脈
の
中
に
位
置
づ
け
る
。
す
な
わ
ち
清
末
か
ら

民
国
期
に
か
け
て
出
現
し
た
近
代
的
知
識
人
を
特
徴
づ
け
る
の

は
、
都
市
に
お
け
る
彼
ら
の
相
互
交
通
の
形
式
で
あ
り
、
そ
こ
に

生
じ
る
批
判
的
な
公
共
性
で
あ
る
。
そ
し
て
、
知
識
人
社
会
を
形

成
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
成
要
素
と
し
て
、
学
校
や
結
社
と

並
ん
で
重
要
な
の
は
、
当
時
の
「
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
」
で
あ
る
新

聞
や
雑
誌
で
あ
っ
た
。
逆
に
言
え
ば
、
メ
デ
ィ
ア
の
分
析
は
当
時

の
知
識
人
の
在
り
方
を
知
る
重
要
な
手
掛
か
り
と
な
る
の
で
あ

る
。 許

と
そ
の
門
下
生
ら
に
よ
る
共
同
研
究
『
近
代
中
国
知
識
分

子
的
公
共
交
往(
一
八
九
五
―
一
九
四
九)

』（
上
海
人
民
出
版
社
、

二
〇
〇
八
年
）
は
、
許
が
示
し
た
枠
組
み
を
実
証
に
移
し
た
労
作

で
あ
る(

二)

。
各
年
代
を
代
表
す
る
雑
誌
の
執
筆
者
の
属
性
を
分

析
す
る
な
ど
し
て
、
知
識
人
が
形
成
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
具

体
的
に
提
示
し
て
お
り
、
民
国
末
期
に
至
る
ま
で
の
経
時
的
変

化
を
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
。 

清
末
に
お
け
る
「
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
」
の
登
場
と
知
識
人
の
変

容
を
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
に
記
述
し
た
著
作
と
し
て
は
、
李
仁
淵

『
晩
清
的
新
式
伝
播
媒
体
与
知
識
分
子
―
以
報
刊
出
版
為
中
心

的
討
論
』（
台
湾
・
稲
郷
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
も
参
考
に
な

る
。
日
清
戦
争
の
敗
戦
を
機
に
、
知
識
人
が
本
格
的
に
新
聞
や
雑

誌
の
発
行
に
参
入
す
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
や
租
界
を
拠
点
に

言
論
の
影
響
力
を
拡
大
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
を
跡
付
け
て
い
る
。

モ
ノ
グ
ラ
フ
と
し
て
は
、
商
務
印
書
館
の
総
合
雑
誌
で
穏
健
中

立
の
立
場
を
維
持
し
た
『
東
方
雑
誌
』
を
分
析
し
た
洪
九
来
『
寛

容
与
理
性
―
《
東
方
雑
誌
》
的
公
共
輿
論
研
究
（
一
九
〇
四
―
一

九
三
二
）』（
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
も
、
知
識
人
論

を
視
野
に
入
れ
た
完
成
度
の
高
い
研
究
で
あ
る(

三)

。 

英
語
圏
に
お
い
て
も
、
こ
の
分
野
の
先
駆
的
研
究
で
あ
る

Joan Judge, Print and Politics : 'Shibao' and the Culture of 
Reform

 in Late Q
ing China (Stanford University Press, 1996)

の
ほ
か
、Rudolf G. W

agner, Joining the G
lobal Public : W

ord, 
Im

age, and City in Early Chinese Newspapers, 1870-1910 
(State University of New York Press, 2007) 

やBarbara M
ittler, 
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Shanghai's News M

edia, 1872-1912 (Harvard U
niversity A

sia 
Center, 2004) 

(

四)

が
注
目
に
値
す
る(

五)

。 
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介
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科
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文
献
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版
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二
〇
一
四
年
）
も
、
こ
の
研
究
動
向
に
位
置
づ

け
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れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
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題
を
直
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す
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と
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ュ
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い
生
活
形
態
』
と
な
る
。 

著
者
の
章
清
は
復
旦
大
学
歴
史
系
の
教
授
で
あ
り
、
中
国
近

現
代
思
想
文
化
史
を
専
門
と
し
て
い
る
。
他
の
主
要
著
作
に
は
、

『「
胡
適
派
学
人
群
」
与
現
代
中
国
自
由
主
義
』（
上
海
古
籍
出
版

社
、
二
〇
〇
四
年
）(
六)

、『
学
術
与
社
会
―
近
代
中
国
「
社
会
重

心
」
的
転
移
与
読
書
人
新
的
角
色
』（
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇

一
二
年
）
な
ど
が
あ
る(

七)
。 

「
国
家
哲
学
社
会
科
学
成
果
文
庫
」
の
一
つ
と
し
て
出
版
さ

れ
た
本
書
は
、
メ
デ
ィ
ア
を
切
り
口
に
清
末
民
国
期
の
社
会
変

動
を
捉
え
よ
う
と
す
る
著
者
の
一
連
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

集
大
成
で
あ
る
。
一
五
〇
種
以
上
の
新
聞
・
雑
誌
に
加
え
、
日
記

や
書
簡
、
回
顧
録
を
渉
猟
し
、
上
下
巻
併
せ
て
九
〇
〇
頁
近
く
に

わ
た
り
膨
大
な
史
料
を
引
用
し
た
圧
巻
の
著
作
で
あ
り
、
史
料

集
的
な
利
用
に
も
堪
え
う
る
も
の
で
あ
る
。 

   
 
 

二 

本
書
の
問
題
設
定
と
構
成 

 

本
書
を
理
解
す
る
上
で
の
鍵
と
な
る
「
思
想
界
」
と
い
う
言
葉

は
、
史
料
用
語
で
あ
る
と
同
時
に
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
の
「
場
」
の
理

論
を
援
用
し
た
分
析
概
念
で
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
近
代
の
到
来

と
と
も
に
そ
れ
ま
で
言
及
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
「
思
想
界
」

の
存
在
が
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
読
書
人(

八)

の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
自
律
的
な
集
合
と
し
て
立
ち
現
れ
た
と
言
え
る

の
で
あ
る
。
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
す
る
重
要
な
媒
介
と

な
り
、
そ
れ
を
可
視
化
す
る
も
の
こ
そ
が
、
言
う
ま
で
も
な
く
新

聞
や
雑
誌
と
い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
言
論
に
よ
り
読
書
人

が
相
互
に
結
合
す
る
と
き
、
帝
政
期
に
お
け
る
上
意
下
達
的
な

国
家
と
社
会
の
関
係
は
変
化
を
迫
ら
れ
、
輿
論
を
形
成
す
る
公

共
空
間
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。 

と
は
い
え
、
こ
の
変
化
は
一
朝
一
夕
に
起
こ
っ
た
わ
け
で
は

な
い
。
当
初
キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教
師
や
国
際
通
商
を
担
う
商
人

に
よ
っ
て
中
国
に
も
た
ら
さ
れ
た
西
洋
の
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
、

つ
ま
り
定
期
刊
行
を
特
徴
と
す
る
新
聞
や
雑
誌
が
、
一
九
世
紀

末
に
い
た
っ
て
読
書
人
に
も
受
容
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

は
既
に
言
及
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
期
に
至
っ
て
も
、『
申
報
』

な
ど
の
新
聞
に
は
皇
帝
の
命
令
（
上
諭
）
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

旧
来
か
ら
あ
っ
た
邸
報
な
ど
と
呼
ば
れ
る
官
報
と
の
連
続
性
を

保
持
し
て
い
た
。「
天
下
道
あ
ら
ば
、
庶
人
議
せ
ず
」
と
い
う
認

識
が
変
化
す
る
の
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
で
、「
思
想
界
」
が
い
つ
、
い
か
に

し
て
、
い
か
な
る
性
格
を
持
つ
も
の
と
し
て
成
立
し
た
の
か
と

い
う
の
が
、
全
巻
を
貫
く
問
題
設
定
で
あ
る
。
そ
し
て
、
従
来
の

多
く
の
研
究
の
よ
う
に
個
別
の
メ
デ
ィ
ア
の
み
に
着
目
す
る
の

で
は
な
く
、
同
時
代
の
メ
デ
ィ
ア
言
説
を
網
羅
的
に
取
り
上
げ

る
こ
と
に
よ
り
、
可
能
な
限
り
全
体
性
を
確
保
し
つ
つ
こ
の
問

い
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
本
書
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
。 

上
記
の
問
題
設
定
が
述
べ
ら
れ
た
「
序
言
」
を
含
め
、
全
体
は

十
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
以
下
に
日
本
語
訳
し
た
各
章
の

表
題
を
示
す
。 

 

序
言 

「
場
」
と
し
て
の
「
思
想
界
」：
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
と
読

書
人 

第
一
章 

「
集
団
形
成
」
の
要
求
：「
思
想
界
」
形
成
の
背
景 

第
二
章 

「
思
想
界
」
の
登
場
：
社
会
の
再
編
成
に
お
け
る
「
サ

ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
」 

第
三
章 

表
舞
台
に
出
た
「
思
想
界
」：「
思
想
版
図
」
の
開
拓 

第
四
章 

「
思
想
界
」
の
多
重
色
彩
：
新
聞
メ
デ
ィ
ア
と
学
術 

第
五
章 

「
思
想
界
」
の
多
重
色
彩
：
新
聞
メ
デ
ィ
ア
と
政
治 

第
六
章 

書
店
・
新
聞
・
読
書
人
：
共
同
の
「
ビ
ジ
ネ
ス
」 

第
七
章 

「
思
想
界
」
の
一
側
面
：
読
書
人
の
表
現
方
式
の
転
換 

第
八
章 

新
聞
を
読
む
：
読
書
人
の
「
出
世
コ
ー
ス
」 

結
語 

「
思
想
界
」：
清
末
民
国
期
の
「
公
共
輿
論
」 

 

こ
の
目
次
構
成
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
書
で
取
り
扱

わ
れ
る
論
点
は
実
に
多
岐
に
及
ぶ
が
、
本
稿
で
は
主
に
以
下
の

三
点
に
整
理
し
て
要
約
を
試
み
る
。
第
一
に
、「
思
想
界
」
が
い

か
な
る
経
緯
で
形
成
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
で
あ
り
、
主
に
第
一

章
か
ら
第
三
章
と
対
応
す
る
。
第
二
に
、「
思
想
界
」
が
学
術
や

政
治
と
い
っ
た
関
連
す
る
領
域
と
い
か
に
関
わ
っ
て
い
た
か
と

い
う
「
思
想
界
」
の
内
実
に
関
わ
る
点
で
あ
り
、
主
に
第
四
章
と

第
五
章
と
対
応
す
る
。
第
三
に
、「
思
想
界
」
の
担
い
手
で
あ
る
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い
生
活
形
態
』
と
な
る
。 

著
者
の
章
清
は
復
旦
大
学
歴
史
系
の
教
授
で
あ
り
、
中
国
近

現
代
思
想
文
化
史
を
専
門
と
し
て
い
る
。
他
の
主
要
著
作
に
は
、

『「
胡
適
派
学
人
群
」
与
現
代
中
国
自
由
主
義
』（
上
海
古
籍
出
版

社
、
二
〇
〇
四
年
）(

六)

、『
学
術
与
社
会
―
近
代
中
国
「
社
会
重

心
」
的
転
移
与
読
書
人
新
的
角
色
』（
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇

一
二
年
）
な
ど
が
あ
る(

七)

。 

「
国
家
哲
学
社
会
科
学
成
果
文
庫
」
の
一
つ
と
し
て
出
版
さ

れ
た
本
書
は
、
メ
デ
ィ
ア
を
切
り
口
に
清
末
民
国
期
の
社
会
変

動
を
捉
え
よ
う
と
す
る
著
者
の
一
連
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

集
大
成
で
あ
る
。
一
五
〇
種
以
上
の
新
聞
・
雑
誌
に
加
え
、
日
記

や
書
簡
、
回
顧
録
を
渉
猟
し
、
上
下
巻
併
せ
て
九
〇
〇
頁
近
く
に

わ
た
り
膨
大
な
史
料
を
引
用
し
た
圧
巻
の
著
作
で
あ
り
、
史
料

集
的
な
利
用
に
も
堪
え
う
る
も
の
で
あ
る
。 

   
 
 

二 

本
書
の
問
題
設
定
と
構
成 

 

本
書
を
理
解
す
る
上
で
の
鍵
と
な
る
「
思
想
界
」
と
い
う
言
葉

は
、
史
料
用
語
で
あ
る
と
同
時
に
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
の
「
場
」
の
理

論
を
援
用
し
た
分
析
概
念
で
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
近
代
の
到
来

と
と
も
に
そ
れ
ま
で
言
及
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
「
思
想
界
」

の
存
在
が
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
読
書
人(

八)

の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
自
律
的
な
集
合
と
し
て
立
ち
現
れ
た
と
言
え
る

の
で
あ
る
。
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
す
る
重
要
な
媒
介
と

な
り
、
そ
れ
を
可
視
化
す
る
も
の
こ
そ
が
、
言
う
ま
で
も
な
く
新

聞
や
雑
誌
と
い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
言
論
に
よ
り
読
書
人

が
相
互
に
結
合
す
る
と
き
、
帝
政
期
に
お
け
る
上
意
下
達
的
な

国
家
と
社
会
の
関
係
は
変
化
を
迫
ら
れ
、
輿
論
を
形
成
す
る
公

共
空
間
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。 

と
は
い
え
、
こ
の
変
化
は
一
朝
一
夕
に
起
こ
っ
た
わ
け
で
は

な
い
。
当
初
キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教
師
や
国
際
通
商
を
担
う
商
人

に
よ
っ
て
中
国
に
も
た
ら
さ
れ
た
西
洋
の
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
、

つ
ま
り
定
期
刊
行
を
特
徴
と
す
る
新
聞
や
雑
誌
が
、
一
九
世
紀

末
に
い
た
っ
て
読
書
人
に
も
受
容
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

は
既
に
言
及
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
期
に
至
っ
て
も
、『
申
報
』

な
ど
の
新
聞
に
は
皇
帝
の
命
令
（
上
諭
）
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

旧
来
か
ら
あ
っ
た
邸
報
な
ど
と
呼
ば
れ
る
官
報
と
の
連
続
性
を

保
持
し
て
い
た
。「
天
下
道
あ
ら
ば
、
庶
人
議
せ
ず
」
と
い
う
認

識
が
変
化
す
る
の
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
で
、「
思
想
界
」
が
い
つ
、
い
か
に

し
て
、
い
か
な
る
性
格
を
持
つ
も
の
と
し
て
成
立
し
た
の
か
と

い
う
の
が
、
全
巻
を
貫
く
問
題
設
定
で
あ
る
。
そ
し
て
、
従
来
の

多
く
の
研
究
の
よ
う
に
個
別
の
メ
デ
ィ
ア
の
み
に
着
目
す
る
の

で
は
な
く
、
同
時
代
の
メ
デ
ィ
ア
言
説
を
網
羅
的
に
取
り
上
げ

る
こ
と
に
よ
り
、
可
能
な
限
り
全
体
性
を
確
保
し
つ
つ
こ
の
問

い
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
本
書
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
。 

上
記
の
問
題
設
定
が
述
べ
ら
れ
た
「
序
言
」
を
含
め
、
全
体
は

十
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
以
下
に
日
本
語
訳
し
た
各
章
の

表
題
を
示
す
。 

 

序
言 

「
場
」
と
し
て
の
「
思
想
界
」：
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
と
読

書
人 

第
一
章 

「
集
団
形
成
」
の
要
求
：「
思
想
界
」
形
成
の
背
景 

第
二
章 

「
思
想
界
」
の
登
場
：
社
会
の
再
編
成
に
お
け
る
「
サ

ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
」 

第
三
章 

表
舞
台
に
出
た
「
思
想
界
」：「
思
想
版
図
」
の
開
拓 

第
四
章 

「
思
想
界
」
の
多
重
色
彩
：
新
聞
メ
デ
ィ
ア
と
学
術 

第
五
章 

「
思
想
界
」
の
多
重
色
彩
：
新
聞
メ
デ
ィ
ア
と
政
治 

第
六
章 

書
店
・
新
聞
・
読
書
人
：
共
同
の
「
ビ
ジ
ネ
ス
」 

第
七
章 

「
思
想
界
」
の
一
側
面
：
読
書
人
の
表
現
方
式
の
転
換 

第
八
章 

新
聞
を
読
む
：
読
書
人
の
「
出
世
コ
ー
ス
」 

結
語 

「
思
想
界
」：
清
末
民
国
期
の
「
公
共
輿
論
」 

 

こ
の
目
次
構
成
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
書
で
取
り
扱

わ
れ
る
論
点
は
実
に
多
岐
に
及
ぶ
が
、
本
稿
で
は
主
に
以
下
の

三
点
に
整
理
し
て
要
約
を
試
み
る
。
第
一
に
、「
思
想
界
」
が
い

か
な
る
経
緯
で
形
成
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
で
あ
り
、
主
に
第
一

章
か
ら
第
三
章
と
対
応
す
る
。
第
二
に
、「
思
想
界
」
が
学
術
や

政
治
と
い
っ
た
関
連
す
る
領
域
と
い
か
に
関
わ
っ
て
い
た
か
と

い
う
「
思
想
界
」
の
内
実
に
関
わ
る
点
で
あ
り
、
主
に
第
四
章
と

第
五
章
と
対
応
す
る
。
第
三
に
、「
思
想
界
」
の
担
い
手
で
あ
る
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読
書
人
の
生
活
や
経
済
的
側
面
に
注
目
す
る
も
の
で
あ
り
、
主

に
第
六
章
か
ら
第
八
章
に
対
応
す
る
。 

  
 
 

三 

「
思
想
界
」
の
出
現 

 

本
節
で
は
、
近
代
中
国
に
お
い
て
「
思
想
界
」
が
い
か
に
し
て

立
ち
現
れ
た
か
を
論
じ
た
主
に
第
一
章
か
ら
第
三
章
ま
で
の
内

容
を
要
約
す
る
。 

そ
も
そ
も
読
書
人
に
よ
る
自
律
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る

「
思
想
界
」
が
形
成
さ
れ
た
背
景
に
は
、
そ
れ
ま
で
「
君
子
党
せ

ず
」
を
是
と
し
て
き
た
読
書
人
が
、
社
会
変
動
の
中
で
の
新
た
な

役
割
を
模
索
す
る
過
程
で
、
集
団
形
成
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
の
結
節
点
と
な
っ
た
の
が
、
西
洋

を
模
倣
し
た
学
校
や
学
会
、
そ
し
て
新
聞
社
（
報
館
）
で
あ
っ
た
。

譚
嗣
同
ら
に
よ
る
南
学
会
の
同
人
が
『
湘
報
』
を
発
行
し
た
よ
う

に
、
こ
の
三
者
は
当
然
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。 

し
か
も
、
日
清
戦
争
後
に
急
増
し
た
新
聞
は
、
そ
れ
ぞ
れ
孤
立

し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
互
い
に
連
携
す
る
こ
と
で
よ
り
広

い
公
共
空
間
を
構
成
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
が
具
体
的
に
看
取

で
き
る
の
は
新
聞
の
発
行
形
態
で
あ
る
。
梁
啓
超
が
主
筆
を
務

め
た
改
革
派
の
『
時
務
報
』
な
ど
の
主
要
紙
に
は
、
他
の
新
聞
の

創
刊
の
告
示
も
頻
繁
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
印
刷
や
販

売
の
面
で
も
相
互
に
依
存
し
、
新
聞
社
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
形
成
さ
れ
た
。
新
聞
を
発
行
す
る
読
書
人
た
ち
の
個
人
的
人

脈
が
こ
の
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
た
。 

こ
れ
ら
の
新
聞
を
舞
台
に
政
治
的
言
論
が
展
開
さ
れ
た
こ
と

は
、
そ
れ
ま
で
朝
廷
の
中
に
あ
っ
た
政
治
の
重
心
を
外
へ
と
引

き
出
す
機
能
を
果
た
し
た
。
と
は
い
え
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
上

意
下
達
的
な
旧
式
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
形
式
が
即
座
に
転

換
し
た
わ
け
で
は
な
い
。『
時
務
報
』
や
『
中
外
紀
聞
』
な
ど
、

一
九
世
紀
末
に
創
刊
さ
れ
た
主
要
な
新
聞
に
お
け
る
言
論
は
い

ず
れ
も
、
清
朝
の
存
続
を
前
提
と
す
る
「
自
改
革
」
の
域
を
出
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
皇
帝
か
ら
の
上
諭
が
掲
載
さ
れ
、

あ
る
い
は
読
書
人
の
意
見
表
明
も
朝
廷
に
対
す
る
陳
情
の
形
式

で
書
か
れ
た
。
上
下
の
垂
直
的
関
係
を
前
提
と
す
る
旧
来
の
常

識
は
、
発
行
者
に
も
読
者
に
も
共
有
さ
れ
て
い
た
。 

当
局
の
側
も
近
代
化
の
実
現
に
お
け
る
新
聞
の
重
要
性
を
認

知
し
、
保
護
を
与
え
て
い
た
。
例
え
ば
洋
務
運
動
の
主
導
者
と
し

て
知
ら
れ
、
各
地
方
の
総
督
を
歴
任
し
た
張
之
洞
は
、『
時
務
報
』

に
対
し
て
高
い
評
価
を
与
え
る
文
章
を
書
き
残
し
て
い
る
。
実

際
に
販
売
面
で
の
便
宜
が
図
ら
れ
た
り
、
直
接
的
な
経
済
支
援

が
与
え
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
密
接

な
関
係
に
あ
る
以
上
、
言
論
の
内
容
も
自
己
規
制
を
迫
ら
れ
る
。

ま
た
、
当
局
自
ら
が
「
官
報
」
を
発
行
す
る
こ
と
も
広
く
見
ら
れ

た
。 と

は
い
え
、
新
聞
が
政
府
と
衝
突
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
一
八
九
八
年
の
戊
戌
の
政
変
以
降
、
新

聞
社
へ
の
統
制
が
強
ま
っ
た
他
方
で
、
日
本
へ
の
亡
命
者
や
留

学
生
ら
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
新
聞
に
は
、
よ
り
過
激
な
言
論
が

現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
梁
啓
超
が
日
本
に
亡
命
後
に
作
っ
た

『
清
議
報
』
に
も
、
皇
帝
の
上
諭
は
も
は
や
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
ら
日
本
で
発
行
さ
れ
た
新
聞
は
、
上
述
し
た
相
互
依
存
的

な
販
売
網
を
通
じ
て
、
中
国
国
内
で
も
広
く
流
通
し
て
い
た
。
こ

の
よ
う
に
清
末
期
は
、
古
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
形
式
が
存

続
し
つ
つ
も
、
新
し
い
も
の
が
発
展
し
つ
つ
あ
る
過
渡
期
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。 

こ
う
し
た
経
緯
で
徐
々
に
姿
を
現
し
始
め
た
「
思
想
界
」
の
存

在
は
、「
思
想
界
」
と
い
う
言
葉
そ
の
も
の
の
出
現
か
ら
も
確
認

で
き
る
。
そ
も
そ
も
、
元
来
仏
教
語
で
あ
る
「
世
界
」
を
転
用
し
、

「
文
学
界
」
や
「
芸
術
界
」
な
ど
と
し
て
表
現
す
る
用
法
が
生
ま

れ
た
の
は
明
治
期
の
日
本
で
あ
っ
た
。
日
清
戦
争
後
の
日
本
へ

の
留
学
生
を
経
由
し
て
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に

か
け
、
中
国
語
で
も
こ
の
「
～
～
界
」
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
始

め
る
よ
う
に
な
る
。
当
初
は
「
省
界
」、
す
な
わ
ち
同
郷
意
識
に

よ
る
連
帯
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
徐
々
に
出
身
地
の
違
い
を
超

え
、
知
識
階
層
と
し
て
の
共
通
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
生
ま

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

そ
し
て
、「
思
想
界
」
へ
の
自
己
言
及
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

る
の
と
同
時
に
、
そ
の
公
共
性
に
つ
い
て
の
自
覚
も
生
ま
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
近
代
的
な
国
家
意
識
を
背
景
に
、
新
聞
が
「
公

共
輿
論
」
を
代
表
す
る
と
す
る
言
説
が
出
現
し
た
の
も
こ
の
時

期
で
あ
る
。
そ
の
自
覚
は
政
府
批
判
に
も
つ
な
が
り
、
読
書
人
が
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読
書
人
の
生
活
や
経
済
的
側
面
に
注
目
す
る
も
の
で
あ
り
、
主

に
第
六
章
か
ら
第
八
章
に
対
応
す
る
。 

  
 
 

三 

「
思
想
界
」
の
出
現 

 

本
節
で
は
、
近
代
中
国
に
お
い
て
「
思
想
界
」
が
い
か
に
し
て

立
ち
現
れ
た
か
を
論
じ
た
主
に
第
一
章
か
ら
第
三
章
ま
で
の
内

容
を
要
約
す
る
。 

そ
も
そ
も
読
書
人
に
よ
る
自
律
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る

「
思
想
界
」
が
形
成
さ
れ
た
背
景
に
は
、
そ
れ
ま
で
「
君
子
党
せ

ず
」
を
是
と
し
て
き
た
読
書
人
が
、
社
会
変
動
の
中
で
の
新
た
な

役
割
を
模
索
す
る
過
程
で
、
集
団
形
成
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
の
結
節
点
と
な
っ
た
の
が
、
西
洋

を
模
倣
し
た
学
校
や
学
会
、
そ
し
て
新
聞
社
（
報
館
）
で
あ
っ
た
。

譚
嗣
同
ら
に
よ
る
南
学
会
の
同
人
が
『
湘
報
』
を
発
行
し
た
よ
う

に
、
こ
の
三
者
は
当
然
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。 

し
か
も
、
日
清
戦
争
後
に
急
増
し
た
新
聞
は
、
そ
れ
ぞ
れ
孤
立

し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
互
い
に
連
携
す
る
こ
と
で
よ
り
広

い
公
共
空
間
を
構
成
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
が
具
体
的
に
看
取

で
き
る
の
は
新
聞
の
発
行
形
態
で
あ
る
。
梁
啓
超
が
主
筆
を
務

め
た
改
革
派
の
『
時
務
報
』
な
ど
の
主
要
紙
に
は
、
他
の
新
聞
の

創
刊
の
告
示
も
頻
繁
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
印
刷
や
販

売
の
面
で
も
相
互
に
依
存
し
、
新
聞
社
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
形
成
さ
れ
た
。
新
聞
を
発
行
す
る
読
書
人
た
ち
の
個
人
的
人

脈
が
こ
の
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
た
。 

こ
れ
ら
の
新
聞
を
舞
台
に
政
治
的
言
論
が
展
開
さ
れ
た
こ
と

は
、
そ
れ
ま
で
朝
廷
の
中
に
あ
っ
た
政
治
の
重
心
を
外
へ
と
引

き
出
す
機
能
を
果
た
し
た
。
と
は
い
え
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
上

意
下
達
的
な
旧
式
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
形
式
が
即
座
に
転

換
し
た
わ
け
で
は
な
い
。『
時
務
報
』
や
『
中
外
紀
聞
』
な
ど
、

一
九
世
紀
末
に
創
刊
さ
れ
た
主
要
な
新
聞
に
お
け
る
言
論
は
い

ず
れ
も
、
清
朝
の
存
続
を
前
提
と
す
る
「
自
改
革
」
の
域
を
出
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
皇
帝
か
ら
の
上
諭
が
掲
載
さ
れ
、

あ
る
い
は
読
書
人
の
意
見
表
明
も
朝
廷
に
対
す
る
陳
情
の
形
式

で
書
か
れ
た
。
上
下
の
垂
直
的
関
係
を
前
提
と
す
る
旧
来
の
常

識
は
、
発
行
者
に
も
読
者
に
も
共
有
さ
れ
て
い
た
。 

当
局
の
側
も
近
代
化
の
実
現
に
お
け
る
新
聞
の
重
要
性
を
認

知
し
、
保
護
を
与
え
て
い
た
。
例
え
ば
洋
務
運
動
の
主
導
者
と
し

て
知
ら
れ
、
各
地
方
の
総
督
を
歴
任
し
た
張
之
洞
は
、『
時
務
報
』

に
対
し
て
高
い
評
価
を
与
え
る
文
章
を
書
き
残
し
て
い
る
。
実

際
に
販
売
面
で
の
便
宜
が
図
ら
れ
た
り
、
直
接
的
な
経
済
支
援

が
与
え
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
密
接

な
関
係
に
あ
る
以
上
、
言
論
の
内
容
も
自
己
規
制
を
迫
ら
れ
る
。

ま
た
、
当
局
自
ら
が
「
官
報
」
を
発
行
す
る
こ
と
も
広
く
見
ら
れ

た
。 と

は
い
え
、
新
聞
が
政
府
と
衝
突
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
一
八
九
八
年
の
戊
戌
の
政
変
以
降
、
新

聞
社
へ
の
統
制
が
強
ま
っ
た
他
方
で
、
日
本
へ
の
亡
命
者
や
留

学
生
ら
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
新
聞
に
は
、
よ
り
過
激
な
言
論
が

現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
梁
啓
超
が
日
本
に
亡
命
後
に
作
っ
た

『
清
議
報
』
に
も
、
皇
帝
の
上
諭
は
も
は
や
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
ら
日
本
で
発
行
さ
れ
た
新
聞
は
、
上
述
し
た
相
互
依
存
的

な
販
売
網
を
通
じ
て
、
中
国
国
内
で
も
広
く
流
通
し
て
い
た
。
こ

の
よ
う
に
清
末
期
は
、
古
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
形
式
が
存

続
し
つ
つ
も
、
新
し
い
も
の
が
発
展
し
つ
つ
あ
る
過
渡
期
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。 

こ
う
し
た
経
緯
で
徐
々
に
姿
を
現
し
始
め
た
「
思
想
界
」
の
存

在
は
、「
思
想
界
」
と
い
う
言
葉
そ
の
も
の
の
出
現
か
ら
も
確
認

で
き
る
。
そ
も
そ
も
、
元
来
仏
教
語
で
あ
る
「
世
界
」
を
転
用
し
、

「
文
学
界
」
や
「
芸
術
界
」
な
ど
と
し
て
表
現
す
る
用
法
が
生
ま

れ
た
の
は
明
治
期
の
日
本
で
あ
っ
た
。
日
清
戦
争
後
の
日
本
へ

の
留
学
生
を
経
由
し
て
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に

か
け
、
中
国
語
で
も
こ
の
「
～
～
界
」
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
始

め
る
よ
う
に
な
る
。
当
初
は
「
省
界
」、
す
な
わ
ち
同
郷
意
識
に

よ
る
連
帯
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
徐
々
に
出
身
地
の
違
い
を
超

え
、
知
識
階
層
と
し
て
の
共
通
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
生
ま

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

そ
し
て
、「
思
想
界
」
へ
の
自
己
言
及
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

る
の
と
同
時
に
、
そ
の
公
共
性
に
つ
い
て
の
自
覚
も
生
ま
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
近
代
的
な
国
家
意
識
を
背
景
に
、
新
聞
が
「
公

共
輿
論
」
を
代
表
す
る
と
す
る
言
説
が
出
現
し
た
の
も
こ
の
時

期
で
あ
る
。
そ
の
自
覚
は
政
府
批
判
に
も
つ
な
が
り
、
読
書
人
が

205



統
治
を
脅
か
す
存
在
と
し
て
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
か

つ
て
新
聞
を
称
揚
し
た
張
之
洞
も
、
戊
戌
の
政
変
後
は
激
し
い

新
聞
攻
撃
を
行
っ
て
い
る
。 

清
末
期
に
お
い
て
は
な
お
階
層
的
・
地
域
的
な
限
界
が
あ
っ

た
新
聞
の
流
通
も
、
民
国
期
に
入
る
と
大
幅
な
拡
大
を
遂
げ
、
そ

れ
に
伴
い
影
響
力
も
増
し
た
。「
思
想
界
」
の
実
在
は
自
明
の
前

提
と
さ
れ
、「
思
想
界
」
の
代
表
人
物
は
誰
か
を
議
論
す
る
よ
う

な
言
説
も
頻
出
し
た
。
ま
た
、
大
学
制
度
の
確
立
と
と
も
に
大
学

の
教
員
や
学
生
が
言
論
の
担
い
手
の
中
心
と
な
り
、「
思
想
界
」

が
「
学
術
界
」
や
「
教
育
界
」
と
近
接
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も

民
国
期
の
特
徴
で
あ
る
。 

  
 
 

四 

「
思
想
界
」
と
政
治
・
学
術 

 

前
節
に
お
い
て
「
思
想
界
」
の
輪
郭
が
い
か
に
現
れ
た
か
と
い

う
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
外
形
的
な
側
面
に
注
目
し
た
の
に
対
し
、

本
節
で
は
「
思
想
界
」
の
内
容
に
立
ち
入
っ
た
議
論
を
概
観
す
る
。

こ
の
と
き
、
政
治
お
よ
び
学
術
と
の
関
係
性
が
最
も
重
要
な
論

点
と
な
る
。
な
お
、
本
書
の
主
に
第
四
章
と
第
五
章
に
対
応
す
る
。

 

全
体
的
な
傾
向
と
し
て
は
、
中
国
の
「
思
想
界
」
は
学
術
志
向

が
非
常
に
強
か
っ
た
と
い
え
る
。
そ
も
そ
も
中
国
に
新
聞
・
雑
誌

が
紹
介
さ
れ
た
当
初
か
ら
、
西
洋
の
学
問
を
伝
え
る
媒
介
と
し

て
重
視
さ
れ
て
い
た
。「
学
報
」
を
自
称
す
る
新
聞
も
多
数
存
在

し
、「
一
学
あ
ら
ば
、
即
ち
一
報
あ
り
」
と
さ
え
称
さ
れ
た
。
こ

の
「
西
学
」
重
視
の
傾
向
は
、
科
挙
制
度
の
最
末
期
に
お
い
て
難

解
な
八
股
文
の
試
験
を
廃
止
し
時
事
論
説
を
重
視
す
る
制
度
変

更
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
加
速
さ
れ
る
。 

民
国
期
に
入
っ
て
大
学
が
発
展
す
る
と
、
新
聞
・
雑
誌
と
密
接

に
結
び
つ
く
よ
う
に
な
る
。
そ
の
最
も
顕
著
な
例
が
新
文
化
運

動
を
主
導
し
た
『
新
青
年
』
で
あ
ろ
う
。
同
誌
が
広
範
な
読
書
人

に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
編
集
長
の
陳
独
秀
が
北

京
大
学
文
科
学
長
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
『
新

潮
』
や
『
少
年
中
国
』
な
ど
大
学
に
近
い
雑
誌
は
多
く
、
商
務
印

書
館
の
『
東
方
雑
誌
』
の
よ
う
な
一
般
の
総
合
雑
誌
で
さ
え
強
い

学
術
的
色
彩
を
帯
び
て
い
た
。 

こ
の
よ
う
な
学
術
と
の
強
い
近
接
性
に
比
す
れ
ば
、
政
治
と

の
関
係
は
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
民
国
成
立
直
後
こ
そ
、

政
党
活
動
の
流
行
に
伴
い
政
論
誌
が
多
く
現
れ
た
が
、
一
九
一

八
年
以
降
の
新
文
化
運
動
期
に
は
大
学
人
に
よ
る
思
想
・
学
術

的
内
容
を
主
眼
と
す
る
雑
誌
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
。
こ
の
背
景

に
は
辛
亥
革
命
の
挫
折
を
経
た
読
書
人
の
政
治
へ
の
失
望
が
あ

る
。
胡
適
が
「
二
十
年
は
政
治
を
談
ぜ
ず
」
と
表
明
し
た
の
は
有

名
だ
が
、
こ
の
思
い
は
他
の
読
書
人
に
も
共
有
さ
れ
て
い
た
。
伝

統
的
な
「
学
は
政
よ
り
高
し
」
と
い
う
認
識
も
相
ま
っ
て
、「
思

想
界
」
の
「
非
政
治
化
」
は
進
展
し
た
。『
東
方
雑
誌
』
や
『
独

立
評
論
』『
観
察
』
な
ど
、「
公
共
論
壇
」
を
自
称
す
る
雑
誌
に
お

い
て
特
に
そ
の
傾
向
は
顕
著
で
あ
り
、
特
定
の
政
治
的
立
場
か

ら
距
離
を
置
い
た
。 

と
は
い
え
、
こ
の
こ
と
は
読
書
人
が
政
治
に
無
関
心
に
な
っ

た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
胡
適
ら
の
認

識
は
政
治
か
ら
の
離
反
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
よ
り
根

源
的
な
思
想
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
り
政
治
を
超
越
す
る
こ
と

を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
え
、「
思
想
界
」
が
「
公
共

性
」
を
帯
び
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
政
治
と
無
関
係
で
あ
る
こ
と

は
不
可
能
だ
っ
た
。 

清
末
に
お
け
る
「
学
戦
」
が
「
西
学
」
を
め
ぐ
る
純
粋
な
学
術

的
論
争
で
あ
っ
た
の
に
比
べ
る
と
、
民
国
期
の
社
会
認
識
を
め

ぐ
る
「
思
想
戦
」
は
必
然
的
に
政
治
性
を
帯
び
る
。
読
書
人
同
士

が
派
閥
を
形
成
し
、「
我
々
」
と
「
彼
ら
」
を
区
別
し
て
語
る
言

説
が
表
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
思
想
的
分

断
は
、
一
九
二
〇
年
代
ご
ろ
に
か
け
て
、
社
会
主
義
や
自
由
主
義

な
ど
の
「
主
義
」
の
対
立
と
し
て
先
鋭
化
す
る
。
五
四
運
動
後
の

『
新
青
年
』
や
少
年
中
国
学
会
の
分
裂
は
象
徴
的
で
あ
る
。 

政
治
勢
力
の
側
も
新
聞
を
政
治
動
員
の
た
め
の
不
可
欠
な
道

具
で
あ
る
と
み
な
す
よ
う
に
な
っ
た
。
新
聞
を
自
ら
発
行
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
ほ
か
、
新
聞
社
に
意
見
表
明
の
電
報
を
送
り
、
公

衆
に
主
張
を
訴
え
る
手
段
と
す
る
こ
と
も
一
般
的
で
あ
っ
た
。

な
か
で
も
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
政
党
で
あ
る
国
共
両
党
が
、
新
聞
に

よ
る
動
員
を
特
に
重
視
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。 

  
 
 

五 

「
思
想
界
」
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー 
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統
治
を
脅
か
す
存
在
と
し
て
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
か

つ
て
新
聞
を
称
揚
し
た
張
之
洞
も
、
戊
戌
の
政
変
後
は
激
し
い

新
聞
攻
撃
を
行
っ
て
い
る
。 

清
末
期
に
お
い
て
は
な
お
階
層
的
・
地
域
的
な
限
界
が
あ
っ

た
新
聞
の
流
通
も
、
民
国
期
に
入
る
と
大
幅
な
拡
大
を
遂
げ
、
そ

れ
に
伴
い
影
響
力
も
増
し
た
。「
思
想
界
」
の
実
在
は
自
明
の
前

提
と
さ
れ
、「
思
想
界
」
の
代
表
人
物
は
誰
か
を
議
論
す
る
よ
う

な
言
説
も
頻
出
し
た
。
ま
た
、
大
学
制
度
の
確
立
と
と
も
に
大
学

の
教
員
や
学
生
が
言
論
の
担
い
手
の
中
心
と
な
り
、「
思
想
界
」

が
「
学
術
界
」
や
「
教
育
界
」
と
近
接
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も

民
国
期
の
特
徴
で
あ
る
。 

  
 
 

四 

「
思
想
界
」
と
政
治
・
学
術 

 

前
節
に
お
い
て
「
思
想
界
」
の
輪
郭
が
い
か
に
現
れ
た
か
と
い

う
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
外
形
的
な
側
面
に
注
目
し
た
の
に
対
し
、

本
節
で
は
「
思
想
界
」
の
内
容
に
立
ち
入
っ
た
議
論
を
概
観
す
る
。

こ
の
と
き
、
政
治
お
よ
び
学
術
と
の
関
係
性
が
最
も
重
要
な
論

点
と
な
る
。
な
お
、
本
書
の
主
に
第
四
章
と
第
五
章
に
対
応
す
る
。

 

全
体
的
な
傾
向
と
し
て
は
、
中
国
の
「
思
想
界
」
は
学
術
志
向

が
非
常
に
強
か
っ
た
と
い
え
る
。
そ
も
そ
も
中
国
に
新
聞
・
雑
誌

が
紹
介
さ
れ
た
当
初
か
ら
、
西
洋
の
学
問
を
伝
え
る
媒
介
と
し

て
重
視
さ
れ
て
い
た
。「
学
報
」
を
自
称
す
る
新
聞
も
多
数
存
在

し
、「
一
学
あ
ら
ば
、
即
ち
一
報
あ
り
」
と
さ
え
称
さ
れ
た
。
こ

の
「
西
学
」
重
視
の
傾
向
は
、
科
挙
制
度
の
最
末
期
に
お
い
て
難

解
な
八
股
文
の
試
験
を
廃
止
し
時
事
論
説
を
重
視
す
る
制
度
変

更
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
加
速
さ
れ
る
。 

民
国
期
に
入
っ
て
大
学
が
発
展
す
る
と
、
新
聞
・
雑
誌
と
密
接

に
結
び
つ
く
よ
う
に
な
る
。
そ
の
最
も
顕
著
な
例
が
新
文
化
運

動
を
主
導
し
た
『
新
青
年
』
で
あ
ろ
う
。
同
誌
が
広
範
な
読
書
人

に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
編
集
長
の
陳
独
秀
が
北

京
大
学
文
科
学
長
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
『
新

潮
』
や
『
少
年
中
国
』
な
ど
大
学
に
近
い
雑
誌
は
多
く
、
商
務
印

書
館
の
『
東
方
雑
誌
』
の
よ
う
な
一
般
の
総
合
雑
誌
で
さ
え
強
い

学
術
的
色
彩
を
帯
び
て
い
た
。 

こ
の
よ
う
な
学
術
と
の
強
い
近
接
性
に
比
す
れ
ば
、
政
治
と

の
関
係
は
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
民
国
成
立
直
後
こ
そ
、

政
党
活
動
の
流
行
に
伴
い
政
論
誌
が
多
く
現
れ
た
が
、
一
九
一

八
年
以
降
の
新
文
化
運
動
期
に
は
大
学
人
に
よ
る
思
想
・
学
術

的
内
容
を
主
眼
と
す
る
雑
誌
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
。
こ
の
背
景

に
は
辛
亥
革
命
の
挫
折
を
経
た
読
書
人
の
政
治
へ
の
失
望
が
あ

る
。
胡
適
が
「
二
十
年
は
政
治
を
談
ぜ
ず
」
と
表
明
し
た
の
は
有

名
だ
が
、
こ
の
思
い
は
他
の
読
書
人
に
も
共
有
さ
れ
て
い
た
。
伝

統
的
な
「
学
は
政
よ
り
高
し
」
と
い
う
認
識
も
相
ま
っ
て
、「
思

想
界
」
の
「
非
政
治
化
」
は
進
展
し
た
。『
東
方
雑
誌
』
や
『
独

立
評
論
』『
観
察
』
な
ど
、「
公
共
論
壇
」
を
自
称
す
る
雑
誌
に
お

い
て
特
に
そ
の
傾
向
は
顕
著
で
あ
り
、
特
定
の
政
治
的
立
場
か

ら
距
離
を
置
い
た
。 

と
は
い
え
、
こ
の
こ
と
は
読
書
人
が
政
治
に
無
関
心
に
な
っ

た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
胡
適
ら
の
認

識
は
政
治
か
ら
の
離
反
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
よ
り
根

源
的
な
思
想
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
り
政
治
を
超
越
す
る
こ
と

を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
え
、「
思
想
界
」
が
「
公
共

性
」
を
帯
び
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
政
治
と
無
関
係
で
あ
る
こ
と

は
不
可
能
だ
っ
た
。 

清
末
に
お
け
る
「
学
戦
」
が
「
西
学
」
を
め
ぐ
る
純
粋
な
学
術

的
論
争
で
あ
っ
た
の
に
比
べ
る
と
、
民
国
期
の
社
会
認
識
を
め

ぐ
る
「
思
想
戦
」
は
必
然
的
に
政
治
性
を
帯
び
る
。
読
書
人
同
士

が
派
閥
を
形
成
し
、「
我
々
」
と
「
彼
ら
」
を
区
別
し
て
語
る
言

説
が
表
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
思
想
的
分

断
は
、
一
九
二
〇
年
代
ご
ろ
に
か
け
て
、
社
会
主
義
や
自
由
主
義

な
ど
の
「
主
義
」
の
対
立
と
し
て
先
鋭
化
す
る
。
五
四
運
動
後
の

『
新
青
年
』
や
少
年
中
国
学
会
の
分
裂
は
象
徴
的
で
あ
る
。 

政
治
勢
力
の
側
も
新
聞
を
政
治
動
員
の
た
め
の
不
可
欠
な
道

具
で
あ
る
と
み
な
す
よ
う
に
な
っ
た
。
新
聞
を
自
ら
発
行
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
ほ
か
、
新
聞
社
に
意
見
表
明
の
電
報
を
送
り
、
公

衆
に
主
張
を
訴
え
る
手
段
と
す
る
こ
と
も
一
般
的
で
あ
っ
た
。

な
か
で
も
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
政
党
で
あ
る
国
共
両
党
が
、
新
聞
に

よ
る
動
員
を
特
に
重
視
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。 

  
 
 

五 

「
思
想
界
」
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー 
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本
節
で
は
、
本
書
の
主
に
第
六
章
か
ら
第
八
章
に
対
応
す
る

「
思
想
界
」
を
成
立
せ
し
め
た
経
済
的
構
造
や
、
担
い
手
で
あ
る

読
書
人
の
生
活
形
態
に
つ
い
て
論
じ
た
部
分
を
要
約
す
る
。「
執

筆
か
ら
出
版
ま
で
、
印
刷
か
ら
流
通
ま
で
、
販
売
か
ら
閲
読
ま
で
、

そ
し
て
作
者
、
出
版
者
、
読
者
に
い
た
る
ま
で
」（
七
八
三
頁
）

と
い
う
多
様
な
結
節
点
に
満
遍
な
く
目
を
配
っ
た
記
述
が
な
さ

れ
て
い
る
。 

初
期
に
お
け
る
新
聞
の
販
売
が
読
書
人
の
個
人
的
な
人
脈
関

係
に
依
存
し
て
お
り
、
新
聞
社
が
相
互
に
販
売
や
印
刷
を
請
け

負
っ
て
い
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
新
聞
発
行
の
経
済
的
側
面

を
考
え
る
う
え
で
、
こ
れ
に
並
ん
で
重
要
な
こ
と
は
、
し
ば
し
ば

書
籍
の
出
版
と
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
に
あ
る
。
新
聞
と
書
籍

は
同
じ
設
備
で
印
刷
が
で
き
る
こ
と
に
加
え
、
新
聞
に
書
籍
の

広
告
を
掲
載
で
き
る
こ
と
も
利
点
で
あ
っ
た
。
科
挙
の
制
度
変

更
や
学
校
制
度
の
整
備
に
よ
り
書
籍
の
需
要
は
高
ま
っ
て
い
き
、

「
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
し
て
成
立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

こ
の
こ
と
は
当
然
読
書
人
の
生
活
に
も
影
響
を
与
え
る
。
す

な
わ
ち
、
科
挙
合
格
に
よ
り
官
僚
に
な
る
と
い
う
従
来
の
「
出
世

コ
ー
ス
」
が
無
効
に
な
っ
た
読
書
人
に
と
っ
て
、「
売
文
」
に
よ

り
生
計
を
立
て
る
と
い
う
の
が
新
た
な
選
択
肢
と
な
っ
た
。
清

末
に
は
既
に
原
稿
料
を
払
う
の
が
一
般
的
と
な
り
、
相
場
感
覚

も
生
ま
れ
て
い
た
。
か
く
し
て
印
刷
資
本
主
義
の
成
立
は
、
読
書

人
の
新
た
な
役
割
・
身
分
と
結
び
つ
く
。 

読
書
人
が
旧
来
の
官
報
に
代
わ
っ
て
新
聞
・
雑
誌
を
受
容
す

る
よ
う
に
な
っ
た
過
程
も
、
日
記
資
料
等
を
用
い
て
丁
寧
に
裏

付
け
ら
れ
て
い
る
。
中
央
と
地
方
で
は
受
容
の
時
期
に
差
が
あ

る
が
、
概
ね
の
傾
向
は
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
新
聞
の
普
及
に
あ

た
っ
て
は
、
新
聞
閲
覧
所
と
い
う
装
置
も
重
要
な
役
割
を
果
た

し
た
。 

ま
た
、
読
書
人
が
書
く
文
章
に
お
け
る
文
体
の
変
化
へ
の
言

及
も
あ
る
。
科
挙
制
度
に
読
書
生
活
を
規
定
さ
れ
て
い
た
読
書

人
は
、
か
つ
て
専
ら
八
股
文
と
呼
ば
れ
る
難
解
な
文
章
の
み
を

書
い
て
い
た
。
し
か
し
、
新
聞
の
流
行
に
よ
り
主
張
を
広
範
な
人

に
伝
え
る
必
要
に
駆
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
よ
り
簡
潔
な
「
報

章
（
新
聞
）
文
体
」
を
用
い
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
は
白
話
（
口

語
）
に
よ
り
新
聞
を
発
行
す
る
こ
と
も
行
わ
れ
た
。
新
聞
が
輿
論

を
代
弁
す
る
と
い
う
意
識
が
定
着
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
輿
論

の
支
持
を
獲
得
す
る
た
め
に
文
章
が
過
激
化
す
る
こ
と
に
な
り
、

意
図
的
に
嘘
を
書
い
た
り
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
暴
露
し
た
り
す
る

こ
と
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

  
 
 

六 

本
書
の
課
題 

 

以
上
の
要
約
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
書
は
興
味
深
い

論
点
を
多
く
含
ん
で
お
り
、
こ
の
研
究
領
域
に
お
け
る
白
眉
で

あ
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。
と
は
い
え
、
今
後
の
研
究
の
進
展

に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
、
こ
こ
で
は
敢
え
て
二
点
の
問
題
を
指

摘
し
て
お
き
た
い
。 

第
一
に
、
数
多
く
の
テ
ー
マ
に
言
及
し
て
い
る
反
面
、
個
々
の

テ
ー
マ
に
関
す
る
分
析
は
薄
く
、
理
論
的
考
察
も
不
十
分
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
特
に
、「
思
想
界
」
と
政
治
の
関
係
を
論
じ
た

部
分
に
当
て
は
ま
る
。
清
末
民
国
期
の
「
思
想
界
」
が
「
非
政
治

化
」
し
た
と
し
つ
つ
、「
思
想
」
の
背
景
に
は
「
政
治
」
が
あ
っ

た
た
め
に
、
結
局
は
「
政
治
」
と
不
即
不
離
の
関
係
に
あ
っ
た
と

い
う
の
が
本
書
の
基
本
的
な
立
場
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
何
を
も

っ
て
「
政
治
」
と
す
る
か
の
定
義
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
曖
昧
な
議
論
に
留
ま
っ
て
い
る
。
一
方
で
民
国
期
に
お
け
る

メ
デ
ィ
ア
の
「
非
政
治
化
」
を
指
摘
し
つ
つ
（
三
五
九
頁
）、
別

の
個
所
で
政
治
的
主
張
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
に
言
及
す
る
な

ど
（
四
一
〇
頁
）、
著
者
自
身
の
中
で
も
混
乱
が
あ
る
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、「
結
語
」
に
お
い
て
も
「
公
共
論
壇
」
を

自
称
す
る
雑
誌
が
「
非
政
治
化
」
し
て
い
た
こ
と
を
、
中
国
の
「
公

共
性
」
の
限
界
と
し
て
指
摘
す
る
が
、
果
た
し
て
雑
誌
が
特
定
の

政
治
的
立
場
を
と
る
こ
と
が
健
全
な
政
治
論
争
に
資
す
る
の
か

ど
う
か
は
、
議
論
の
余
地
が
あ
る
。
公
共
性
と
政
治
の
関
係
に
つ

い
て
は
、
実
証
的
な
ら
び
に
規
範
的
に
さ
ら
に
検
討
す
る
べ
き

課
題
で
あ
ろ
う(

九)

。 

第
二
に
、
清
末
か
ら
民
国
期
と
い
う
か
な
り
長
い
タ
イ
ム
ス

パ
ン
を
扱
っ
て
い
る
が
、
主
要
な
記
述
は
五
四
運
動
期
ま
で
に

集
中
し
、
そ
れ
以
後
の
展
開
は
断
片
的
な
記
述
に
留
ま
っ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
都
市
に
お
い
て
は
大
衆
社
会
化
が
進
展
し
、

政
治
面
で
は
国
民
党
政
権
に
よ
る
国
家
統
一
が
進
み
、
さ
ら
に
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本
節
で
は
、
本
書
の
主
に
第
六
章
か
ら
第
八
章
に
対
応
す
る

「
思
想
界
」
を
成
立
せ
し
め
た
経
済
的
構
造
や
、
担
い
手
で
あ
る

読
書
人
の
生
活
形
態
に
つ
い
て
論
じ
た
部
分
を
要
約
す
る
。「
執

筆
か
ら
出
版
ま
で
、
印
刷
か
ら
流
通
ま
で
、
販
売
か
ら
閲
読
ま
で
、

そ
し
て
作
者
、
出
版
者
、
読
者
に
い
た
る
ま
で
」（
七
八
三
頁
）

と
い
う
多
様
な
結
節
点
に
満
遍
な
く
目
を
配
っ
た
記
述
が
な
さ

れ
て
い
る
。 

初
期
に
お
け
る
新
聞
の
販
売
が
読
書
人
の
個
人
的
な
人
脈
関

係
に
依
存
し
て
お
り
、
新
聞
社
が
相
互
に
販
売
や
印
刷
を
請
け

負
っ
て
い
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
新
聞
発
行
の
経
済
的
側
面

を
考
え
る
う
え
で
、
こ
れ
に
並
ん
で
重
要
な
こ
と
は
、
し
ば
し
ば

書
籍
の
出
版
と
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
に
あ
る
。
新
聞
と
書
籍

は
同
じ
設
備
で
印
刷
が
で
き
る
こ
と
に
加
え
、
新
聞
に
書
籍
の

広
告
を
掲
載
で
き
る
こ
と
も
利
点
で
あ
っ
た
。
科
挙
の
制
度
変

更
や
学
校
制
度
の
整
備
に
よ
り
書
籍
の
需
要
は
高
ま
っ
て
い
き
、

「
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
し
て
成
立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

こ
の
こ
と
は
当
然
読
書
人
の
生
活
に
も
影
響
を
与
え
る
。
す

な
わ
ち
、
科
挙
合
格
に
よ
り
官
僚
に
な
る
と
い
う
従
来
の
「
出
世

コ
ー
ス
」
が
無
効
に
な
っ
た
読
書
人
に
と
っ
て
、「
売
文
」
に
よ

り
生
計
を
立
て
る
と
い
う
の
が
新
た
な
選
択
肢
と
な
っ
た
。
清

末
に
は
既
に
原
稿
料
を
払
う
の
が
一
般
的
と
な
り
、
相
場
感
覚

も
生
ま
れ
て
い
た
。
か
く
し
て
印
刷
資
本
主
義
の
成
立
は
、
読
書

人
の
新
た
な
役
割
・
身
分
と
結
び
つ
く
。 

読
書
人
が
旧
来
の
官
報
に
代
わ
っ
て
新
聞
・
雑
誌
を
受
容
す

る
よ
う
に
な
っ
た
過
程
も
、
日
記
資
料
等
を
用
い
て
丁
寧
に
裏

付
け
ら
れ
て
い
る
。
中
央
と
地
方
で
は
受
容
の
時
期
に
差
が
あ

る
が
、
概
ね
の
傾
向
は
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
新
聞
の
普
及
に
あ

た
っ
て
は
、
新
聞
閲
覧
所
と
い
う
装
置
も
重
要
な
役
割
を
果
た

し
た
。 

ま
た
、
読
書
人
が
書
く
文
章
に
お
け
る
文
体
の
変
化
へ
の
言

及
も
あ
る
。
科
挙
制
度
に
読
書
生
活
を
規
定
さ
れ
て
い
た
読
書

人
は
、
か
つ
て
専
ら
八
股
文
と
呼
ば
れ
る
難
解
な
文
章
の
み
を

書
い
て
い
た
。
し
か
し
、
新
聞
の
流
行
に
よ
り
主
張
を
広
範
な
人

に
伝
え
る
必
要
に
駆
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
よ
り
簡
潔
な
「
報

章
（
新
聞
）
文
体
」
を
用
い
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
は
白
話
（
口

語
）
に
よ
り
新
聞
を
発
行
す
る
こ
と
も
行
わ
れ
た
。
新
聞
が
輿
論

を
代
弁
す
る
と
い
う
意
識
が
定
着
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
輿
論

の
支
持
を
獲
得
す
る
た
め
に
文
章
が
過
激
化
す
る
こ
と
に
な
り
、

意
図
的
に
嘘
を
書
い
た
り
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
暴
露
し
た
り
す
る

こ
と
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

  
 
 

六 

本
書
の
課
題 

 

以
上
の
要
約
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
書
は
興
味
深
い

論
点
を
多
く
含
ん
で
お
り
、
こ
の
研
究
領
域
に
お
け
る
白
眉
で

あ
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。
と
は
い
え
、
今
後
の
研
究
の
進
展

に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
、
こ
こ
で
は
敢
え
て
二
点
の
問
題
を
指

摘
し
て
お
き
た
い
。 

第
一
に
、
数
多
く
の
テ
ー
マ
に
言
及
し
て
い
る
反
面
、
個
々
の

テ
ー
マ
に
関
す
る
分
析
は
薄
く
、
理
論
的
考
察
も
不
十
分
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
特
に
、「
思
想
界
」
と
政
治
の
関
係
を
論
じ
た

部
分
に
当
て
は
ま
る
。
清
末
民
国
期
の
「
思
想
界
」
が
「
非
政
治

化
」
し
た
と
し
つ
つ
、「
思
想
」
の
背
景
に
は
「
政
治
」
が
あ
っ

た
た
め
に
、
結
局
は
「
政
治
」
と
不
即
不
離
の
関
係
に
あ
っ
た
と

い
う
の
が
本
書
の
基
本
的
な
立
場
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
何
を
も

っ
て
「
政
治
」
と
す
る
か
の
定
義
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
曖
昧
な
議
論
に
留
ま
っ
て
い
る
。
一
方
で
民
国
期
に
お
け
る

メ
デ
ィ
ア
の
「
非
政
治
化
」
を
指
摘
し
つ
つ
（
三
五
九
頁
）、
別

の
個
所
で
政
治
的
主
張
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
に
言
及
す
る
な

ど
（
四
一
〇
頁
）、
著
者
自
身
の
中
で
も
混
乱
が
あ
る
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、「
結
語
」
に
お
い
て
も
「
公
共
論
壇
」
を

自
称
す
る
雑
誌
が
「
非
政
治
化
」
し
て
い
た
こ
と
を
、
中
国
の
「
公

共
性
」
の
限
界
と
し
て
指
摘
す
る
が
、
果
た
し
て
雑
誌
が
特
定
の

政
治
的
立
場
を
と
る
こ
と
が
健
全
な
政
治
論
争
に
資
す
る
の
か

ど
う
か
は
、
議
論
の
余
地
が
あ
る
。
公
共
性
と
政
治
の
関
係
に
つ

い
て
は
、
実
証
的
な
ら
び
に
規
範
的
に
さ
ら
に
検
討
す
る
べ
き

課
題
で
あ
ろ
う(

九)

。 

第
二
に
、
清
末
か
ら
民
国
期
と
い
う
か
な
り
長
い
タ
イ
ム
ス

パ
ン
を
扱
っ
て
い
る
が
、
主
要
な
記
述
は
五
四
運
動
期
ま
で
に

集
中
し
、
そ
れ
以
後
の
展
開
は
断
片
的
な
記
述
に
留
ま
っ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
都
市
に
お
い
て
は
大
衆
社
会
化
が
進
展
し
、

政
治
面
で
は
国
民
党
政
権
に
よ
る
国
家
統
一
が
進
み
、
さ
ら
に
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対
外
的
に
は
日
本
の
侵
略
が
進
展
す
る
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三

〇
年
代
に
か
け
て
の
時
期
は
、
公
共
性
の
変
容
も
伴
っ
て
い
た

こ
と
は
既
に
複
数
の
研
究
が
指
摘
す
る
所
で
あ
る(

一
〇)

。
そ
こ
に

お
い
て
は
当
然
、「
思
想
界
」
の
あ
り
方
や
読
書
人
の
生
活
形
態

の
さ
ら
な
る
変
化
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
へ
の
言
及
が
ほ

と
ん
ど
な
い
こ
と
に
は
疑
問
が
残
る
し
、
今
後
さ
ら
に
探
求
が

深
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
際
に
は
、
一
九
四
九
年
の

中
華
人
民
共
和
国
成
立
以
後
と
の
連
続
と
断
絶
も
視
野
に
入
れ

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

  
 
 

七 

お
わ
り
に 

 

こ
こ
ま
で
本
書
の
問
題
点
を
述
べ
て
き
た
が
、
そ
れ
に
よ
り

本
書
の
価
値
が
毀
損
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
本
書
は
メ

デ
ィ
ア
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
中
国
知
識
人
研
究
の
現
時
点

で
の
到
達
点
で
あ
る
と
同
時
に
、
今
後
の
研
究
の
出
発
点
で
あ

る
と
称
す
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
。
本
書
で
提
示
さ
れ
た
論
点
と

史
料
を
手
が
か
り
に
、
多
方
面
で
の
研
究
の
展
開
が
望
ま
れ
る
。

 

最
後
に
、
本
書
の
視
点
は
日
本
を
含
む
諸
外
国
の
研
究
に
も

示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
。
本
書
の
よ

う
な
総
合
的
な
視
野
を
持
っ
た
研
究
は
、
中
国
国
内
は
も
ち
ろ

ん
、
他
国
に
お
い
て
も
あ
ま
り
類
が
な
い
の
で
は
な
い
か
。
メ
デ

ィ
ア
と
知
識
人
の
変
容
を
、
送
り
手
と
受
け
手
、
内
容
に
ま
で
目

配
り
し
つ
つ
検
証
す
る
試
み
は
、
国
際
比
較
の
可
能
性
に
も
開

か
れ
て
い
る
。 

な
お
、
書
評
で
は
十
分
に
表
現
し
き
れ
て
い
な
い
が
、
本
書
の

大
胆
な
立
論
は
圧
倒
的
な
分
量
の
史
料
の
引
用
に
支
え
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
が
ひ
と
え
に
著
者
の
膨
大
な
労
力
に
よ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
電
子
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
存

在
に
よ
り
可
能
に
な
っ
た
研
究
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。

参
考
文
献
表
か
ら
は
、
著
者
が
「
民
国
時
期
期
刊
全
文
数
拠
庫

(

一
九
一
一
～
一
九
四
九)

」
な
ど
九
種
類
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

駆
使
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
書
の
企
図
を
時
代
や
地
域

を
移
し
て
さ
ら
に
進
展
さ
せ
る
こ
と
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整

備
が
進
ん
だ
現
在
に
お
い
て
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

 

(

一) 

許
紀
霖
他
『
近
代
中
国
知
識
分
子
的
公
共
交
往
（
一
八
九
五
―
一
九
四
九
）』
上
海

人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
、
一
―
三
一
頁
。 

(

二) 

邦
語
の
書
評
と
し
て
、
楊
韜
「
書
評 

許
紀
霖
他
共
著
『
近
代
中
国
知
識
分
子
的
公

共
交
往
（
一
八
九
五
―
一
九
四
九
）』」『
現
代
中
国
研
究
』
第
二
三
号
、
二
〇
〇
八

年
、
一
二
四
―
一
三
〇
頁
。 

(

三) 

邦
語
の
書
評
と
し
て
、
川
尻
文
彦
「
書
評 

洪
九
来
『
寛
容
与
理
性
―
《
東
方
雑

誌
》
的
公
共
輿
論
研
究
（
一
九
〇
四
―
一
九
三
二
）』」『
近
き
に
在
り
て
』
第
五
四

号
、
二
〇
〇
八
年
、
一
二
九
―
一
三
二
頁
。 

(

四) 

邦
語
の
書
評
と
し
て
、
片
柳
香
織
「
書
評 Barbara M

ittler, A Newspaper for 
China?: Power, Identity, and Change in Shanghai's News M

edia, 1872-1912

」『
史

林
』
第
八
七
巻
第
五
号
、
二
〇
〇
四
年
、
七
〇
四
―
七
一
〇
頁
。 

(

五) 

こ
れ
ら
中
国
語
圏
や
英
語
圏
に
お
け
る
研
究
動
向
に
比
す
れ
ば
、
日
本
国
内
の
中

国
研
究
で
は
な
お
こ
の
分
野
の
蓄
積
は
薄
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
問
題
意
識
を
部

分
的
に
共
有
す
る
研
究
書
と
し
て
は
、
原
正
人
『
近
代
中
国
の
知
識
人
と
メ
デ
ィ
ア
、

権
力
―
研
究
系
の
行
動
と
思
想
、
一
九
一
二
～
一
九
二
九
』（
研
文
出
版
、
二
〇
一
二

年
）
や
楊
韜
『
近
代
中
国
に
お
け
る
知
識
人
・
メ
デ
ィ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
―
鄒
韜

奮
と
生
活
書
店
を
め
ぐ
っ
て
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
な
ど
が
あ
る
。 

(

六) 

邦
語
の
書
評
と
し
て
、
水
羽
信
男
「
書
評 

章
清
『「
胡
適
派
学
人
群
」
与
現
代
中

国
自
由
主
義
』」『
近
き
に
在
り
て
』
第
五
四
号
、
二
〇
〇
八
年
、
一
〇
〇
―
一
〇
四

頁
。 

(

七) 

邦
訳
さ
れ
た
論
文
と
し
て
、「
中
国
現
代
思
想
史
に
お
け
る
「
自
由
主
義
」」『
近
き

に
在
り
て
』
第
五
四
号
、
二
〇
〇
八
年
、
一
七
―
三
一
頁
、「
近
代
的
学
科
の
形
成
―

中
国
に
お
け
る
「
日
本
要
素
」
の
出
現
」
貴
志
俊
彦
・
谷
垣
真
理
子
・
深
町
英
夫
編

『
模
索
す
る
近
代
日
中
関
係
：
対
話
と
競
存
の
時
代
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九

年
、
七
九
―
九
八
頁
、「「
公
共
輿
論
」
―
中
国
自
由
主
義
の
表
現
と
実
践
」
村
田
雄
二

郎
編
『
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
中
国
』
有
志
舎
、
二
〇
一
一
年
、
一
五
―
三
五
頁
、「
清
末

西
学
書
の
編
纂
に
み
え
る
西
洋
知
識
の
受
容
」
孫
江
・
劉
建
輝
編
著
『
東
ア
ジ
ア
に
お

け
る
近
代
知
の
空
間
の
形
成
』
東
方
書
店
、
二
〇
一
四
年
、
一
一
三
―
一
三
六
頁
。 

(

八) 

以
下
で
は
本
書
の
表
記
に
合
わ
せ
、
新
旧
の
知
識
人
を
名
指
す
と
き
「
読
書
人
」

の
呼
称
に
統
一
す
る
。 

(

九) 

な
お
、
拙
論
「『
読
書
』
の
メ
デ
ィ
ア
史
―
文
化
大
革
命
か
ら
天
安
門
事
件
へ
の
読

書
人
的
公
共
性
」（
本
誌
掲
載
）
に
お
い
て
も
、
一
九
八
〇
年
代
の
『
読
書
』
が
政
治

か
ら
距
離
を
置
く
こ
と
で
知
識
人
の
公
的
な
交
流
の
場
と
な
り
え
た
が
、
一
九
九
〇
年

代
以
降
思
想
的
分
断
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
こ
と
を
論
じ
た
。
こ
の
よ
う
に
非
政
治
的

で
あ
る
か
ら
こ
そ
公
共
的
で
あ
る
と
い
う
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
が
中
国
で
繰
り
返
し
見
ら
れ

る
の
は
な
ぜ
か
、
ま
た
理
想
的
に
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
は
、
さ
ら
に
考
察
を
深
め

た
い
問
題
で
あ
る
。 

(

一
〇) 

例
え
ば
、
村
井
寛
志
「
両
大
戦
間
の
中
国
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
論
の
ポ
リ
テ
ィ

ク
ス
―
公
共
圏
概
念
を
め
ぐ
る
両
義
性
を
手
が
か
り
に
」『
思
想
』
第
九
五
七
号
、
二

〇
〇
四
年
、
五
五
―
七
二
頁
、
岩
間
一
弘
『
上
海
大
衆
の
誕
生
と
変
貌
―
近
代
新
中
間

層
の
消
費
・
動
員
・
イ
ベ
ン
ト
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
。 
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対
外
的
に
は
日
本
の
侵
略
が
進
展
す
る
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三

〇
年
代
に
か
け
て
の
時
期
は
、
公
共
性
の
変
容
も
伴
っ
て
い
た

こ
と
は
既
に
複
数
の
研
究
が
指
摘
す
る
所
で
あ
る(

一
〇)

。
そ
こ
に

お
い
て
は
当
然
、「
思
想
界
」
の
あ
り
方
や
読
書
人
の
生
活
形
態

の
さ
ら
な
る
変
化
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
へ
の
言
及
が
ほ

と
ん
ど
な
い
こ
と
に
は
疑
問
が
残
る
し
、
今
後
さ
ら
に
探
求
が

深
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
際
に
は
、
一
九
四
九
年
の

中
華
人
民
共
和
国
成
立
以
後
と
の
連
続
と
断
絶
も
視
野
に
入
れ

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

  
 
 

七 

お
わ
り
に 

 

こ
こ
ま
で
本
書
の
問
題
点
を
述
べ
て
き
た
が
、
そ
れ
に
よ
り

本
書
の
価
値
が
毀
損
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
本
書
は
メ

デ
ィ
ア
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
中
国
知
識
人
研
究
の
現
時
点

で
の
到
達
点
で
あ
る
と
同
時
に
、
今
後
の
研
究
の
出
発
点
で
あ

る
と
称
す
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
。
本
書
で
提
示
さ
れ
た
論
点
と

史
料
を
手
が
か
り
に
、
多
方
面
で
の
研
究
の
展
開
が
望
ま
れ
る
。

 

最
後
に
、
本
書
の
視
点
は
日
本
を
含
む
諸
外
国
の
研
究
に
も

示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
。
本
書
の
よ

う
な
総
合
的
な
視
野
を
持
っ
た
研
究
は
、
中
国
国
内
は
も
ち
ろ

ん
、
他
国
に
お
い
て
も
あ
ま
り
類
が
な
い
の
で
は
な
い
か
。
メ
デ

ィ
ア
と
知
識
人
の
変
容
を
、
送
り
手
と
受
け
手
、
内
容
に
ま
で
目

配
り
し
つ
つ
検
証
す
る
試
み
は
、
国
際
比
較
の
可
能
性
に
も
開

か
れ
て
い
る
。 

な
お
、
書
評
で
は
十
分
に
表
現
し
き
れ
て
い
な
い
が
、
本
書
の

大
胆
な
立
論
は
圧
倒
的
な
分
量
の
史
料
の
引
用
に
支
え
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
が
ひ
と
え
に
著
者
の
膨
大
な
労
力
に
よ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
電
子
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
存

在
に
よ
り
可
能
に
な
っ
た
研
究
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。

参
考
文
献
表
か
ら
は
、
著
者
が
「
民
国
時
期
期
刊
全
文
数
拠
庫

(

一
九
一
一
～
一
九
四
九)

」
な
ど
九
種
類
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

駆
使
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
書
の
企
図
を
時
代
や
地
域

を
移
し
て
さ
ら
に
進
展
さ
せ
る
こ
と
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整

備
が
進
ん
だ
現
在
に
お
い
て
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

 

(

一) 

許
紀
霖
他
『
近
代
中
国
知
識
分
子
的
公
共
交
往
（
一
八
九
五
―
一
九
四
九
）』
上
海

人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
、
一
―
三
一
頁
。 

(

二) 

邦
語
の
書
評
と
し
て
、
楊
韜
「
書
評 

許
紀
霖
他
共
著
『
近
代
中
国
知
識
分
子
的
公

共
交
往
（
一
八
九
五
―
一
九
四
九
）』」『
現
代
中
国
研
究
』
第
二
三
号
、
二
〇
〇
八

年
、
一
二
四
―
一
三
〇
頁
。 

(

三) 

邦
語
の
書
評
と
し
て
、
川
尻
文
彦
「
書
評 

洪
九
来
『
寛
容
与
理
性
―
《
東
方
雑

誌
》
的
公
共
輿
論
研
究
（
一
九
〇
四
―
一
九
三
二
）』」『
近
き
に
在
り
て
』
第
五
四

号
、
二
〇
〇
八
年
、
一
二
九
―
一
三
二
頁
。 

(

四) 

邦
語
の
書
評
と
し
て
、
片
柳
香
織
「
書
評 Barbara M

ittler, A Newspaper for 
China?: Power, Identity, and Change in Shanghai's News M

edia, 1872-1912

」『
史

林
』
第
八
七
巻
第
五
号
、
二
〇
〇
四
年
、
七
〇
四
―
七
一
〇
頁
。 

(

五) 

こ
れ
ら
中
国
語
圏
や
英
語
圏
に
お
け
る
研
究
動
向
に
比
す
れ
ば
、
日
本
国
内
の
中

国
研
究
で
は
な
お
こ
の
分
野
の
蓄
積
は
薄
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
問
題
意
識
を
部

分
的
に
共
有
す
る
研
究
書
と
し
て
は
、
原
正
人
『
近
代
中
国
の
知
識
人
と
メ
デ
ィ
ア
、

権
力
―
研
究
系
の
行
動
と
思
想
、
一
九
一
二
～
一
九
二
九
』（
研
文
出
版
、
二
〇
一
二

年
）
や
楊
韜
『
近
代
中
国
に
お
け
る
知
識
人
・
メ
デ
ィ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
―
鄒
韜

奮
と
生
活
書
店
を
め
ぐ
っ
て
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
な
ど
が
あ
る
。 

(

六) 

邦
語
の
書
評
と
し
て
、
水
羽
信
男
「
書
評 

章
清
『「
胡
適
派
学
人
群
」
与
現
代
中

国
自
由
主
義
』」『
近
き
に
在
り
て
』
第
五
四
号
、
二
〇
〇
八
年
、
一
〇
〇
―
一
〇
四

頁
。 

(

七) 

邦
訳
さ
れ
た
論
文
と
し
て
、「
中
国
現
代
思
想
史
に
お
け
る
「
自
由
主
義
」」『
近
き

に
在
り
て
』
第
五
四
号
、
二
〇
〇
八
年
、
一
七
―
三
一
頁
、「
近
代
的
学
科
の
形
成
―

中
国
に
お
け
る
「
日
本
要
素
」
の
出
現
」
貴
志
俊
彦
・
谷
垣
真
理
子
・
深
町
英
夫
編

『
模
索
す
る
近
代
日
中
関
係
：
対
話
と
競
存
の
時
代
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九

年
、
七
九
―
九
八
頁
、「「
公
共
輿
論
」
―
中
国
自
由
主
義
の
表
現
と
実
践
」
村
田
雄
二

郎
編
『
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
中
国
』
有
志
舎
、
二
〇
一
一
年
、
一
五
―
三
五
頁
、「
清
末

西
学
書
の
編
纂
に
み
え
る
西
洋
知
識
の
受
容
」
孫
江
・
劉
建
輝
編
著
『
東
ア
ジ
ア
に
お

け
る
近
代
知
の
空
間
の
形
成
』
東
方
書
店
、
二
〇
一
四
年
、
一
一
三
―
一
三
六
頁
。 

(

八) 

以
下
で
は
本
書
の
表
記
に
合
わ
せ
、
新
旧
の
知
識
人
を
名
指
す
と
き
「
読
書
人
」

の
呼
称
に
統
一
す
る
。 

(

九) 

な
お
、
拙
論
「『
読
書
』
の
メ
デ
ィ
ア
史
―
文
化
大
革
命
か
ら
天
安
門
事
件
へ
の
読

書
人
的
公
共
性
」（
本
誌
掲
載
）
に
お
い
て
も
、
一
九
八
〇
年
代
の
『
読
書
』
が
政
治

か
ら
距
離
を
置
く
こ
と
で
知
識
人
の
公
的
な
交
流
の
場
と
な
り
え
た
が
、
一
九
九
〇
年

代
以
降
思
想
的
分
断
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
こ
と
を
論
じ
た
。
こ
の
よ
う
に
非
政
治
的

で
あ
る
か
ら
こ
そ
公
共
的
で
あ
る
と
い
う
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
が
中
国
で
繰
り
返
し
見
ら
れ

る
の
は
な
ぜ
か
、
ま
た
理
想
的
に
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
は
、
さ
ら
に
考
察
を
深
め

た
い
問
題
で
あ
る
。 

(

一
〇) 

例
え
ば
、
村
井
寛
志
「
両
大
戦
間
の
中
国
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
論
の
ポ
リ
テ
ィ

ク
ス
―
公
共
圏
概
念
を
め
ぐ
る
両
義
性
を
手
が
か
り
に
」『
思
想
』
第
九
五
七
号
、
二

〇
〇
四
年
、
五
五
―
七
二
頁
、
岩
間
一
弘
『
上
海
大
衆
の
誕
生
と
変
貌
―
近
代
新
中
間

層
の
消
費
・
動
員
・
イ
ベ
ン
ト
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
。 
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